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pl/dl孟p2/dz孟・・・与~pll/dll (2 ) 
重み付き確率j瞭探索アノレゴリズムはノード番号の
若いj頓に探索する.今， )領に探索していき審自の




























2J dn (7 ) 
nまで考慮すると，次式となる.
71 k 





Dr=l/n!( 2J 2J Pjk 2J djt l (9) 
¥すべての組み合わせ k=1 l=l 
まとめると，Drは次式となる(付録参照).
n 






Dr-Dp= 2J (1十Pi・)di/2-2Jρi 2J dj 





































(dl， d2， d3， d4， ds， d6， d7， ds， d9， dlO， dl1，
d12， d13， d14) 
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ノード数 n 
函 2 平均探索長とノード数
Fig. 2 Mean search length v; s; nU:inber of nodes. 
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(t1i t2， ts);':; (0. 6， O.3， O.1) (17) 
(Tr; t2， 1:う3)=(0.5， O.3， 0.2) (18) 
次に問い合わせノードから各ノードまでの距離を 1
例として下記のように定める.





つ 4 6 
距離 d1
籾綴 :(p1 'P2' P3) =: (0ム0.3，0.1)，Df' Dp 












(0. 6/dl， O.3， 0.1) 
この場合は，
1;;五ぬく2ものとき，/"ード 1 → 2 ー~ 3のj民
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Dr.(k-l> = L: (1十ρi)di/2
ただし，k孟3の整数とする
n=kのとき， (ん-1)個のノード群の平均探索距離
は Dr.(k-l) である. ここで， (ん-1)個のノード群
をまとめて 1つのノード aで代表する.n んの








十Dr.(日))である. したがってs ノード a→bの平均
探索距離は，









= I:; (1 +pi)di/2 
結果は(21)式と一致する，証明終わり，
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